




看護学研究科は､ 2017年度創設20周年を迎えました｡ 看護学研究科は平成10年に設置され､ 現在までに
236名が修了し､ 99名が専門看護師として､ 20名が認定看護管理者として活躍しています｡ 平成13年に看護
















ています｡ また､ 文科省高等教育局医学教育課においては､ 歴史的には知識基盤のコアカリキュラム､ 医学
教育のモデルコアカリキュラムをブループリントとして､ 平成29年10月に ｢看護学教育モデルコアカリキュ
ラム｣ を示しています｡ 日本看護系大学協議会は､ 平成29年11月に､ 看護学教育の質の保証と向上に向けて､
看護者としてのコンピテンシーと卒業時の具体的な学修成果を視野に入れ､ ｢看護学士課程におけるコアコ
ンピテンシーと卒業時到達目標 (案)｣ を公表しています｡ 従来より看護学部においては､ 日本看護系大学
協議会が示している実践能力・コンピテンシーを基盤とし､ 実習場面においても学生に問いかけ､ 看護現象
に積極的に関与するように導いてきたように思います｡ 皆様方もきっと ｢どう思うの？｣ ｢どうしたいの？｣
｢それで？｣ と問い続けられたことを思い出されるのではないでしょうか？
平成30年９月１－２日には､ 長戸和子教授が日本家族看護学会学術集会 ｢家族看護学のグランドデザイン
への挑戦｣ を開催します｡ 高知県立大学看護学部の教員が全国学会をリードしていることを､ 嬉しく思いま
す｡ 高知女子大学会の皆様方も､ ぜひ高知に帰ってきて参加してください｡
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